
 

 

 

◆４／８ プロジェクトチーム会議  10：00～12:00   
  ・本格的に動き始める各会議の動きを共有し、あらためて士気を高めました。 
  ・多問題家族に関する事例検討をしました。 
   
 ◆４／８ 第２回作業部会 15:30～17:30 
                  ・４グループに分かれてグループワークをしました。 

  「昭和区の計画で大切にしたいこと」「これからどんな 
ことを検討していくといいか」について話し合いまし 
た。 

                  ・５月、６月の作業部会でこれをそれぞれ深めて議論す 
る予定です。 

                   ⇒もう少しメンバーを広げるために新たに声かけをし   

た結果、次回から３人の方に加わっていただけること 

になりました。 

    

◆４／８ 第３回専門職チーム会議 19:00～21:00 

  ・新たに２つの事例検討をし、共通する課題やほかに 

   どんな方法があったのかを議論しました。 

＜事例＞ 

○重度障害のある子を高齢の両親が介護し、介護負 

担が重くなったケース 

○医師が関わった、サービス利用を拒否するひとり 

暮らし高齢者のケース 

 

◆４／１６ 事務局会議 

・第２回策定委員会までの各会議の動きと、それ 
に伴うプロジェクトチームの動きを打合せまし 
た。 

   

◆４／２３ プロジェクトチーム会議 

  ・５／１３の作業部会に向けて、今まで出てきた住民の方々の声を整理する作業をしました。 
  （裏面詳細） 

 

◆４／２４ 昭和区社協学区担当者会 

・学区ごとの計画策定も視野にいれ、研修会で実施した「４つの窓」のワークを学区住民もまきこ

んで取組んでもらえるよう働きかけてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 新しい年度を迎え、社協のメンバーも体制も少し変わりました。 
 今年度は計画策定に向けて一層のスパートをかけていく年度でもあります。 
 今回の計画を策定するにあたっては、社協の全職員が知恵や経験を出し合って策定に関わることを目

標に掲げ、職員全体研修やプロジェクトチーム会議の開催、こころん NEWS の発行などに昨年度から取

り組んできました。 
新体制になっても新しいメンバーにも参加してもらいながら、今年度も取り組んでいきます。 

 職員全員が何らかの形で計画策定にかかわることを通して、地域から学び、新しいつながりや知識を

日々の業務にも活かし、職員自身も成長していけるように力を合わせてがんばりましょう。 
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① プロジェクトチーム会議 
５／１ （木）１０：００～１２：００  第 3 回作業部会に向けての検討 

５／２２（木）１５：００～１７：００  作業部会の話し合いの整理 

  

② 第３回作業部会 

５／１３（火）１５：３０～１７：３０ 「計画の基本的なコンセプト」の検討 

 

③ 第４回目専門職部会（仮称） 

５／１３（火）１９：００～２１：００  事例検討 

 

④ 昭和区社協学区担当者会 

５／２０（火）１５：００～１７：００  学区で実施する４つの窓のワークについて 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆がんばっています！プロジェクトチーム （４／２３・５／１） 
   
  プロジェクトチームは社協職員のメンバーで構成され、住民の方たちから出た意見を集約して 

作業部会に提案したり、作業部会でまとめられた提案を具体的に社協の事業に反映するための 
方策を検討するチームです。 
いわば作業部会と社協職員とのつなぎ役で、住民の方々の思いと社協事業をうまく融合させて 
いくためのプロジェクトチームです。 

 
＜メンバー＞ 

  ・事務局長・次長２・主事４・主任サービス提供責任者・主任介護支援専門員・主任ケアスタッ

フの１０人に原田先生と長谷中先生が加わってくださっています。 
   

＜４／２３、５／１で議論したこと＞ 

  ５／１３の作業部会で「昭和区の活動計画の中で大切にしたいこと」を話し合うにあたり、 
  これまでのワークの中で出てきた住民の方々の声を少し整理しておくことにしました。 
   

まず、４／８の作業部会のワークで出していただいた「大切にしたいこと」の４グループそれ 
ぞれの意見を作業部会全体として再整理してみました。（４グループ計 47 分類 166 枚のカード）

   ⇒大きく８つのグループに整理し、それをさらに３つのもっと大きなカテゴリーで分けてみ 
  ました。 
 
  そこにさらに、２／２５の地域福祉推進研修会で学区の地域福祉推進協議会のメンバーの方々 
  や社協理事評議員、作業部会のみなさん総勢９３名が１４のグループに分かれて実施した４つ 
  の窓のワークの中での「こんなまちであったらいいな」というワークで出て来た声（計 93 枚 

のカード）を合わせてみました。 
   
   ⇒作業部会のみなさんから出た声を整理した 
   ものに合わせることができる声が多く、 

① 安心してあたりまえに暮らせるまち 

② みんながふれあい、つながれるまち 

③ お互いに支えあい、助け合えるまち 

 
  というキーワードが共通しているのではないか 
  ということで、５／１３の作業部会に提案させ 
  ていただき、みなさんのご意見をいただく予定 
  です。 
                          【力が入っておのずと立ち上がっています】 


